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三沢市地域公共交通会議 会議録 

会議名称 令和４年度第２回三沢市地域公共交通会議 

開催日時 令和４年１２月６日（火）１５時００分 

場  所 三沢市公会堂２階 ６、７集会室 （会場及びオンライン参加の併用開催） 

出席者 

会 長 小渡 章好 副会長 河村 一典 監 事 沼田 巌 

委 員 橘 イト 委 員 米沢 美幸 委 員 植松 晋一 

委 員 米田 均 委 員 佐藤 美仁 委 員 山村 雅文 

委 員 向中野 貢 委 員 山﨑 徹 委 員 松橋 一典 

オブザーバー 小山内 一弘     

事務局 
三沢市：坂岡参事兼課長、和田課長補佐、中村係長、三浦主事 

株式会社ケー・シー・エス：新宮、増子 

会議次第 

１ 開    会 

２ 会 長 挨 拶 

３ 議    事 

(1) 三沢市地域公共交通計画に係る具体的な取組方針について 

(2) 三沢市コミュニティバスの運賃の一部変更について 

(3) 三沢空港連絡バスの経路変更について 

４ 閉    会 

会議の経過及び審議結果（概要） 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議事 

(1) 三沢市地域公共交通計画に係る具体的な取組方針について 

・内容について株式会社ケー・シー・エスより説明。 

＜主な意見＞ 

（事務局） 

・補足となるが会議後はデマンドを行う北部・東部２地区の住民からの意見を伺うことを想

定している。具体的には、1回目は普段の移動実態について確認し、2回目はどのようなサ

ービスにしていくか意見交換を行う予定である。 

・参加者については、町内会長を中心にお声がけするが、実際に移動に困っている方も参加

できるような会を想定している。 

・運行は次年度当初ではなく、充分に周知を行う期間などを考慮して秋頃を想定している。 

（佐藤委員） 

・再編案の内容については、細かい部分の調整が必要となるが、概ね説明のとおり。 

・高齢化等によって今後はドライバーの数が増えることは難しく現状維持が基本になると思

われる中で、活用可能な交通資源を有効活用していきたい。 
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（沼田監事） 

・デマンドに関する取組が行われるということで非常にありがたい。成果が出ないからとい

ってすぐに運行を取りやめるのではなく、しばらくの間辛抱していただいて成果が出るよ

うに取り組んでいただきたい。 

・デマンドということで予約が必要になるかと思うが、電話以外にもスマホ等によるオンラ

イン予約が可能かどうかも検討していく必要がある。 

（小渡会長） 

・バスとタクシーが持つそれぞれの良いところを発揮しながら取り組んでほしい。 

・デマンドは各地で良い取組だという声が聞こえている。三沢市でも検討する価値はある。 

・オンライン予約については、実際にやってみたら意外と簡単だったと思ってもらえるかも

しれない。 

（米沢委員） 

・PTA の立場として、登下校の際に事故が発生しないように各学校に伝えていきたいと思う。 

 

(2) 三沢市コミュニティバスの運賃の一部変更について 

・内容について十和田観光電鉄株式会社より説明。 

＜主な意見＞ 

（事務局） 

・周知については車両内とホームページを活用しながら行う。 

・既存のガイドマップなどの印刷物については、コスト面と調整しながら適切に更新する。 

・また、関わりが深い障害福祉課とも連携しながら確実に対象者に伝えていく。 

（佐藤委員） 

・取組のきっかけとして、元々100 円運賃で運行していた区間が増税等を経て現在の 150 円に

値上がりした。100 円時代には無かった問い合わせが出始め、今回のような提案をさせてい

ただいた。 

（小渡会長） 

・対象者がある程度絞り込める内容だと思うので、利用者のもとに届く周知をお願いする。 

・事業者から今回のような提案を頂戴したことは非常に喜ばしいことだと思う。 

 

(3) 三沢空港連絡バスの経路変更について 

・内容について十和田観光電鉄株式会社より説明。 

＜主な意見＞ 

（小渡会長） 

・私は変更箇所を良く通るのだが、歩行者も多く心配していた。 

・バスは特に狭く走りにくかったと思うので、今回の経路変更によって改善されるだろう。 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

    


